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中国におけるコーヒーショップチェーンの展開に関わる合弁会社設立の件 

 
三菱商事株式会社（本社：東京都千代田区、社長：小島 順彦）は、株式会社ユニカフェ
（本社：東京都港区 社長：大武 浩幸）と、当社の出資先である大連亜恵快餐有限公司（本
社：中華人民共和国遼寧省大連市、総経理 程 輝）との合弁で、中国にコーヒーショップ
チェーン「欧米奇珈琲」（ａｍｉｃｉ ｃｏｆｆｅｅ）の展開及びコーヒー豆の焙煎販売を

行う新会社「大連欧米奇珈琲有限公司＜英文名：Dalian Amici Coffee Co.,Ltd.＞」を設立
する事に合意し、2005年 7月 19日大連市にて合弁契約書の調印を行いました。 
 
これまでに当社とユニカフェ、亜恵快餐の 3 社は、亜恵快餐が運営するカフェテリア業
態の店舗を使い中国人の味覚に合うコーヒーやフードメニューの調査を実施した上で、

2005年 4月 2日に合弁会社の設立に先行させる形で、亜恵快餐が大連市沙河口区西安路の
ショッピングモール羅斯福天興国際中心に 1 号店となるモデルショップを開店、事業性の
評価を行ってきました。その結果、十分市場性があると判断し、今回の合弁会社設立の合

意に至りました。なお、既存 1号店は、今後亜恵快餐から新会社に移譲される予定です。 

 
モデルショップの 1 号店は、コーヒーメニューをメインに食事はブッフェスタイルで楽
しめるダイニングカフェです。さらに業務用焙煎機も設置し、焙煎したての新鮮なコーヒ

ーを提供し、海外からの焙煎豆輸入に頼っている他コーヒーショップとの差別化を図って

います。焙煎豆は自らのチェーン及び亜恵グループ店舗で使用する他、他コーヒーショッ

プにも販売していく考えです。 
 
新会社では、今後中国の華北地方を中心に直営店の出店を加速させ、2006年下期から急

速にコーヒー市場が拡大している中国でのフランチャイズ展開に乗り出す計画です。2008
年に直営・FC合わせ 50店舗、2010年には 100店舗を目指します。 
 
当社は、1995年から中国での外食事業を手懸け、1999年に亜恵快餐に資本参加しており、

亜恵快餐への出資比率は 27.78％です。10 年に渡る中国の外食経験と Operation Partner
としての亜恵快餐の強みを活かし、日系外食企業の中国進出の支援・資本参加を行う考え

です。 
 

以  上 



＜参考資料＞ 

【欧米奇珈琲（Amici Coffee）】 

 
大連市沙河口区西安路のショッピングモール羅斯福天興国際中心にある 1号店 
 
 
 
[合弁会社の概要] 
  会社名：大連欧米奇珈琲有限公司 
  董事長： 程 輝 
登録資本金： 6百万元（約 78百万円） 
株主構成：亜恵快餐 50％、三菱商事 25％、ユニカフェ 25％ 
店舗名：欧米奇珈琲 / amici coffee （amiciはイタリア語で「友達」の意味） 

 
 
[株式会社ユニカフェ（東証一部）の概要] 
a) 事業内容：ﾚｷﾞｭﾗｰｺｰﾋｰ及びｺｰﾋｰ加工品の製造販売、食品・食材及び飲料等の仕入販売
／焙煎豆販売量日本第４位 

b) 本店所在地：東京都港区西新橋 2丁目 11 番 9 号 
c) 売上高： 156億円 （200４年 9月期） 
d) 社長： 大武 浩幸 
e) 設立：1972 年１１月  
f) 従業員数：180 人 



[大連亜恵快餐有限公司の概要] 
a) 事業内容：中華ファーストフード、中華半製品・惣菜の販売 
b) 本店所在地：中華人民共和国遼寧省大連市 
c) 売上高：62.2百万元（単体）、グループ売上高 101百万元（2004年 12月期） 
d) 総経理： 程 輝 
e) 沿革： 92 年  程輝と崔克難にて亜恵美食専門公司を設立、１号店を開店 
f) 株主構成： 

大連亜恵美食専門公司 17.86%
Nova Investments（香港亜恵） 32.14%
三菱商事株式会社 27.78%
中国華録電子有限公司 22.22%

計 100%  

g)  現在では大連、天津、北京で 29店舗のフードコート及び中華カフェテリアファストフ
ードを運営しており、大連ではナンバーワンのファストフードブランドとして、市民

の高い評価を得ています。長年の外食事業経験から、従業員管理等のノウハウを有し

ており、また同社の程総経理は中国連鎖協会（チェーン展開企業の団体）の理事を務

めています。 
 
 
[中国のコーヒー市場について] 
・ そもそもお茶文化の国であるが、近代化に伴いコーヒー消費が花開きつつある状況。

Nestle 社、Maxwell 社が 90 年代初頭に広州にｲﾝｽﾀﾝﾄｺｰﾋｰ製造工場を設立し、７割は
国内で販売されていると言われている。 

・ まだ 90％がｲﾝｽﾀﾝﾄｺｰﾋｰで 10％がﾚｷﾞｭﾗｰｺｰﾋｰと言われているが、消費は増加傾向にある。 
・ 一方ｺｰﾋｰｼｮｯﾌﾟは UBC上島珈琲、賽客珈琲、真鍋珈琲（上海市内で FC店を中心に約

60店、中国全土で 120店）等が FC展開による急拡大を果たしておりｽﾀｰﾊﾞｯｸｽ（2005
年 6月時点、北京・天津 52店、上海 33店、広州・深セン 12店、5年以内に店舗数
500店以上を目指すとしている）も 1999年に北京に 1号店を出したのを皮切りに積極
出店を果たしている。 

 


